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※企業会計とは…地方公営企業法の適用を受けて独立採算を行う会計をいいます。
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２
月
22
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
開
催
。

　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
８
件
、
条
例
に
関
す
る
議
案
10
件
、
令
和
６
年
度
予
算
７
件
、
人
事
案

件
１
件
、
そ
の
他
２
件
、
条
例
に
関
す
る
発
議
２
件
、
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
発
議
１
件

を
審
議
し
ま
し
た
。

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

令和６年度　　主な新規事業

No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

一　

般　

質　

問
ど
う
な
っ
た　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議　

決　

結　

果

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議　

決　

結　

果
一　

般　

質　

問
ど
う
な
っ
た　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

令和６年
3月定例会予算総額予算総額 238億 4,232万円238億 4,232万円一般会計一般会計

134億1,978万円
（対前年度伸率7.9％）

人件費、選挙費、自治
体情報システム標準
化等にかかる経費

総　務　費
19億7,868万円

民　生　費
50億8,727万円

衛　生　費
8億4,865万円

土　木　費
16億838万円

教　育　費
16億6,624万円

議会費 …………1億2,297万円
労働費 ………………366万円
農林水産業費 ……1億5,725万円
商工費 …………… 4,930万円
消防費 …………6億4,756万円
災害復旧費 …………200万円
公債費 ……… 12億2,782万円
予備費 …………… 2,000万円

高齢者、障がい者福祉や
保育所、こども医療費助
成などにかかる経費

予防接種、検診、ごみ
処理などにかかる経費

道路や橋りょうの
整備、維持などに
かかる経費

幼稚園、小中学校やス
ポーツ施設の維持管
理などにかかる経費

令和６年度
当初予算

国民健康保険特別会計 34億3,172万円 9.9%

介護保険特別会計 26億9,444万円 3.0%

後期高齢者医療特別会計 6億261万円 7.9%

墓園事業特別会計 1,345万円 7.5%

※特別会計とは…特定の事業の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して別に処理するための会計をいいます。

会　計　名 予算額 対前年度伸率

収益的収入 5億2,593万円 △1.1％

収益的支出 5億1,761万円 △6.2％

資本的収入 2億3,080万円 △34.5％

資本的支出 3億6,023万円 △30.5％

収益的収入 12億8,240万円 7.0%

収益的支出 12億5,195万円 0.6%

資本的収入 11億1,346万円 41.8%

資本的支出 15億5,053万円 34.4%

水道事業

下水道事業

予算額 対前年度伸率

●新規就農者育成総合対策事業 ………………………………… ８０万円
　新規就農者に対し、経営が安定するまでの３年間の所得を確保するため、
国の給付制度を活用し支援を行う。

●若者定住中小企業奨学金返還支援事業 ……………………… ３０万円
　町内の中小企業が県の「奨学金返還負担軽減制度」を活用して奨学金返還
の支援をしている場合に補助金を交付し、町内定住者の増加や中小企業の人
材確保を図る。

●狩猟免許取得・更新補助事業 …………………………………… ８万円

いきいきと輝く まち11

●斑鳩保育所屋根・外壁改修事業 ……………………… ４，５００万円
　施設の老朽化が進んでいることから、安心・安全な保育所運営を行うため、
屋根及び外壁を改修する。

●「話」と「和」でつながる言語認識能力育成事業 ……… １，６２０万円
　児童生徒の言語認識能力の向上を図るため、国語科に特化した授業研究を
実施する。

●こども家庭センターの設置 …………………………… １，４３０万円
　児童や妊産婦の福祉、乳児や幼児の健康の保持・増進に関する包括的な支
援を行うことを目的に設置する。

学び成長する まち22

●重層的支援体制整備事業への移行準備事業 ………… ９０万円
　既存の相談支援等の取り組みを生かしつつ、包括的な支援体制を構
築し、地域づくりに向けた一体的な支援を図るための移行準備を行う。

●１か月児健康診査事業 ………………………………… ９０万円

元気で笑顔のまち44

●次期庁内ネットワーク構築事業 ……………… ８，８００万円
　自治体情報ネットワークを見直し、より効率的な環境へと移行する
ことと併せて、強力なセキュリティシステムを構築する。

●保健福祉会館大規模改修事業 ………………… ２，３００万円
　老朽化した設備の更新と他の公共施設との機能複合化を視野に入れ
た大規模改修に向けて実施設計を行う。

●勤怠管理システム等構築事業 ……………………… ７７０万円
　職員のワークライフバランスの推進を目的に勤怠管理等のシステム
化を行い、職員負担の軽減や事務の効率化を図る。

●ＡＩチャットボット住民窓口システム構築事業 …… ７０万円
●生成ＡＩ利活用事業 …………………………………… ５０万円

快適で持続するまち55

●防災行政無線第二期整備事業 …………………… １億３，５９０万円
　令和５年度に実施した音達エリア改善の検討結果を踏まえ、子局の増設・
移設及びスピーカーの種類変更や角度・向きの調整等を実施する。

●消防ポンプ車両購入事業 ……………………………… ４，９４０万円
　導入後20年が経過した消防団の消防ポンプ自動車２台の更新を行う。

未来を守るまち33

太子町議会だより
マスコットキャラクター

たいしん

企業会計企業会計 36億8,032万円（支出合計）

特別会計特別会計 67億4,222万円
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No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

　高齢者を狙った振り込め詐欺など特殊詐欺による被害が増えていることを受け、兵庫県では
自動録音機能付き電話機購入の補助を行ってきました。
　昨年６月より始まった事業で、県と太子町が購入金額の一部を補助します。12月には補助金
額が拡充され、上限が10,000円となりました（外付け録音機については5,000円の補助）。補
助の範囲内で購入可能な機種もあります。
　申し込みは今年の1月31日にいったん締め切られましたが、事業延
長を受け４月より再開されることが決まりました。
　対象は満65歳以上の方がいる世帯。特殊詐欺関連の電話は、警告
メッセージが流れるだけでも防止の効果が期待できます。この機会
にご検討されてはいかがでしょうか。
　

※補助対象となる推奨機種が定められています。
　申請方法等、詳しくは町のホームページをご覧ください。

自動録音電話機の購入補助が延長されます
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一
　
般
　
質
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ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

特 殊 詐 欺 に ご 注 意 を ！

　

佐
用
顕
瑞
氏
（
沖
代
）

の
任
期
が
本
年
９
月
30
日

で
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴

い
、
引
き
続
き
同
氏
を
推

薦
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ

っ
た
。

　

異
議
な
し
に
よ
り
、
同

氏
の
推
薦
が
決
定
し
た
。

　

任
期
は
令
和
６
年
10
月

１
日
か
ら
３
年
。

※

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い

て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人

権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活

動
を
し
て
い
る
民
間
の
方
々
。

さ  
よ
う 

け
ん
ず
い

・国民健康保険税条例（一部改正）
　令和９年度に兵庫県下統一の保険料率に移行されることに伴い、それまでに兵庫県の標準
保険料率まで引き上げるため、段階的に保険税率を改定し国民健康保険特別会計の財政安定
化を図るものです。

・介護保険条例（一部改正）
　介護保険法施行令の改正に伴い、第 1 号被保険者の標準
段階を多段階化し、併せて料率も変更されます。住民税非課
税の方などの低所得者では減額、合計所得金額が多い方ほど
増額となります。

　金額の詳細等は町ホームページでご確認ください。

暮 ら し の 中 の 条例
保険料率が改定されます

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
委
員
会

　

３
月
定
例
会
の
会
期
中
、

３
月
11
日
か
ら
３
日
間
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予

算
を
審
査
す
る
た
め
予
算

委
員
会
を
開
催
。

　

７
名
の
委
員
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
、
本
会
議
で
報
告
し

た
。

【
全
般
に
つ
い
て
】

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
に
よ
り
、
シ
ス
テ

ム
の
新
規
導
入
や
既
存
シ

ス
テ
ム
の
更
新
が
多
く
の

所
管
課
で
実
施
さ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・

確
保
や
、
シ
ス
テ
ム
連
携

に
伴
う
部
課
を
超
え
た
連

絡
体
制
を
強
化
し
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
運
営
体

制
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
。

ま
た
、
こ
ど
も
え
が
お
課

の
創
設
に
伴
い
、
新
体
制

に
移
行
し
た
後
も
、
部
課

を
横
断
し
た
連
携
・
協
働

に
邁
進
す
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
住
民
生
活
の

質
の
向
上
や
地
域
の
発
展

に
資
す
る
事
業
や
施
策
は
、

そ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
、

ま
た
は
参
画
し
よ
う
と
す

る
人
に
情
報
が
届
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
広

報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
広
く

情
報
発
信
を
行
う
こ
と
。

【
歳
入
に
つ
い
て
】

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

交
付
税
措
置
率
の
高
い
地

方
債
を
活
用
す
る
な
ど
努

力
し
て
い
る
点
は
評
価
で

き
る
。
事
業
執
行
の
際
は
、

引
き
続
き
国
や
県
の
補
助

率
の
高
い
メ
ニ
ュ

ー
を
活
用
し
、
財

政
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
新
た
な
財

源
の
確
保
策
を
研
究

す
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
に
つ
い
て
は
町
内

事
業
者
と
協
力
し
て

返
礼
品
を
増
や
す
な

ど
、
ア
イ
デ
ア
を
活

か
し
て
増
収
を
目
指

す
こ
と
。

【
歳
出
に
つ
い
て
】

　

行
財
政
改
革
に
お
け
る
、

複
合
化
を
見
据
え
た
公
共

施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て

は
、
集
約
さ
れ
る
施
設
が

果
た
し
て
き
た
役
割
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
十
分
検

証
し
、
合
わ
せ
て
利
用
者

に
丁
寧
な
説
明
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
各
課
で
自
治
体

Ｄ
Ｘ※

の
推
進
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
最
新
技
術
の

情
報
収
集
や
研
究
を
継
続

的
に
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の

有
効
活
用
に
合
わ
せ
て
、

操
作
誤
り
や
入
力
ミ
ス
が

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
安
全
に
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
公
園
等
の

環
境
整
備
に
は
十
分
な
予

算
を
活
用
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
審
査
質
疑
の
過

程
で
明
確
に
な
っ
た
以
下

の
点
に
つ
い
て
事
業
の
推

進
を
求
め
る
。

１．ソフトウェアを導入する際は、今後も既存システムとの整合性や価格について考慮する
こと。 

２．財政指数等を意識した行政運営に今後も努めること。
３．若者定住に向けた支援策を確実に実行し、成果につなげること。
４．防災行政無線の整備や備蓄品の適切な管理等、防災体制の強化に努めること。
５．小・中学校別図書の充足率はほとんどが高くないため、学校図書の充実に努めること。

審
査
意
見

こどもえがお課（役場　行政棟２階）

※

自
治
体
Ｄ
Ｘ…

自
治
体
が
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
。

国民健康保険税 介護保険料

予
算
委
員
会
委
員

委
員
長
　
　
中
薮
　
清
志

副
委
員
長
　
山
本
　
順
久

委
　
員
　
　
首
藤
　
佳
隆

　
　
　
　
　
出
原
　
賢
治

　
　
　
　
　
桑
名
　
幸
夫

　
　
　
　
　
玉
田
　
晶
久

　
　
　
　
　
吉
田
　
智
子

人
権
擁
護
委
員※

の

推
薦
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No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

　「和のまち太子の手話言語条例」が可決
　ろう者の意思疎通手段である手話
を言語として位置づけ、普及促進と
使いやすい環境の整備に向けた施策
推進を目的としたもので、共生によ
る豊かな地域社会をめざす理念が謳
われています。福祉文教常任委員会
から発議、全員賛成で可決・成立し
ました。

施行日は令和６年４月１日。
条例の全文は町のホーム
ページでご覧いただけます。

・議会基本条例の制定

・議会運営方法の見直し

・議員の定数、報酬の検討

・その他、議会改革に関すること

発議第1号

　「太子町議会議員の請負の状況の公表に関する条例」を制定
　地方議会議員はこれまで、所属する自治体からの請負行為は一切禁止されていましたが、令和
４年の法律改正により年間300万円を超えない範囲で認められることとなりました。背景には、
全国的な地方議会議員のなり手不足を解消しようとする考えもあります。
　これを受け、公正な議会運営と事務執行を確保するために、毎年６月に前年度における請負の
有無や金額等の状況を公表し、透明化を図ろうとするものです。
　議会運営委員会から発議、全員賛成により可決・成立しました。

発議第2号

　「議会改革特別委員会」発足！
　令和６年度、太子町議会は議会改革に向けた取り組みを開始します。

　地方自治法が改正され、意思決定機関としての地方議会の役割や議員の職務等が明文化されま
した。多様な住民が地方議会に参画し、地域の活性化に資するような、活力ある議会の姿が求め
られています。
　３月定例会において新たな特別委員会の設置を発議
し、全員賛成により決定しました。
　本委員会では右記の項目についての調査・研究を行
い、住民の負託に応え得る議会の在り方を追求して参
ります。
　委員は議長を除く全議員（委員長：中薮清志議員、
副委員長：出原賢治議員）。なお、議長も出席します。

発議第3号

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

関
係
経
費
の
減
額
、
各
事

業
費
の
確
定
及
び
決
算
見

込
み
に
よ
る
減
額
な
ど
。

　

こ
れ
ま
で
の
予
算
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
億
７
０

４
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が

１
３
０
億
１
０
２
０
万
６

千
円
と
な
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

　

主
な
事
業
と
質
疑
応
答

は
次
の
と
お
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
国
庫
負

担
金
減
額　

１
億
２
，０
９
２
万
３
千
円

減
額

問
　
減
額
の
理
由
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
５
類
に
移
行
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
接
種
率

が
低
下
し
た
た
め
。

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
減
額　

　
　

７
９
９
万
円
減
額

問
　
減
額
の
理
由
は
。

答　

何
名
の
お
子
さ
ん
が

生
ま
れ
る
か
分
か
ら
な
い

状
況
で
、
多
め
に
予
算
化

し
て
い
た
。
９
月
支
給
段

階
で
１
７
５
名
と
、
出
生

が
予
想
を
下
回
っ
た
た
め
。

子
ど
も
家
庭
支
援
員
報
酬

減
額

　

１
５
７
万
５
千
円
減
額

問
　
利
用
実
績
に
よ
る
も

の
か
、
支
援
員
の
確
保
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
か
。

答　

採
用
条
件
で
あ
る
社

会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る

者
の
応
募
が
な
く
、
２
月

に
よ
う
や
く
採
用
者
が
決

定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

令和５年度 補正予算（会計別）
会　計　名 補正額 補正後の総額 主な内容

一般会計（第6号）※専決処分

一般会計（第7号）

　　国民健康保険特別会計（第4号）

　　介護保険特別会計（第4号）

　　後期高齢者医療特別会計（第4号）

　　墓園事業特別会計（第1号）

　　水道事業会計
　　　（第4号）

　　下水道事業会計
　　　（第4号）

住民税非課税世帯等臨時特別給付金
関係経費の増

コロナワクチン接種委託料の減
ふるさと応援寄付金関係経費の減

一般被保険者療養給付費の増

居宅介護サービス給付費の増
施設介護サービス給付費の減

後期高齢者医療広域連合保険料納付
金の増

一般会計繰出金の増

鵤地内配水管移設工事費等の減

工事請負費等の減

1億1,615万8千円

△5億7,047万6千円

1億6,715万8千円

1,798万円

1,143万9千円

42万2千円

△4,680万円

△7,700万円

135億8,068万2千円

130億1,020万6千円

33億4,974万円

27億785万5千円

5億7,714万7千円

1,293万8千円

4億7,154万1千円

11億497万1千円

（資本的支出）

（資本的支出）

企
業
会
計

特
別
会
計

※企業会計は主な内容（資本的支出）のみを記載しています。

大
津
茂
川
町
道
・
原
勝
原

線
除
草
委
託
料
減
額

　

８
８
万
８
千
円
減
額

　
　問

　
河
川
の
法
面
美
化
事

業
に
関
し
て
は
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
県
が
対
応
す

れ
ば
よ
い
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
町
の
負
担
金
が
生
じ

る
の
か
。

答　

河
川
環
境
の
美
化
と

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

目
的
が
あ
り
、
周
辺
地
域

の
環
境
を
守
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
町
と
し
て
受
益
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大津茂川　法面

の
り 

め
ん

のりめん

採決が行われた定例会最終日には、ろうあ協会や手話
サークルなどから多くの方が傍聴に来られ、本会議終
了後に記念撮影が行われました。



89

玉
田 

晶
久 

議
員

　
　
　
　

国
や
県
の
悪
政
か
ら
町

民
を
守
る
防
波
堤
の
役
割
を
果
た

す
予
算
と
す
べ
き
だ
。
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
は
太
子
町
で

４
千
円
だ
が
、
た
つ
の
市
は
２
万

円
。
国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
な
ど
高
齢
者
に
は
ま
す
ま
す

負
担
と
な
る
た
め
反
対
す
る
。

玉
田 

晶
久 

議
員

　
　
　
　

皮
革
汚
泥
前
処
理
場
は

前
処
理
を
行
う
業
者
が
処
理
場
を

建
設
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
町
の

施
設
と
し
て
建
設
し
た
こ
と
に
間

違
い
の
始
ま
り
が
あ
っ
た
。
事
業

者
と
の
協
議
を
進
捗
さ
せ
、
施
設

規
模
の
縮
小
に
向
け
て
努
力
を
促

す
意
味
を
込
め
て
反
対
す
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

反対
令
和
６
年
度
下
水
道
事
業

会
計
予
算

反対
　
３
月
定
例
会
最
終
日
、
採
決

に
あ
た
り
、
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

太子町議会だより太子町議会だより
No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

全員賛成で可決した議案等
議　案　名

一般会計補正予算（第6号）※専決処分
一般会計補正予算（第7号）
国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
介護保険特別会計補正予算（第4号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）
墓園事業特別会計補正予算（第1号）
水道事業会計補正予算（第4号）
下水道事業会計補正予算（第4号）
地方自治法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
太子町報酬及び費用弁償に関する条例（一部改正）
太子町特別職の職員の給与に関する条例（一部改正）
一般職の職員の給与に関する条例（一部改正）
太子町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（一部改正）
太子町手数料条例（一部改正）
太子町消防団員等公務災害補償条例（一部改正）
太子町教育支援センター設置条例の制定
町道路線の認定
兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約の変更
後期高齢者医療特別会計予算
墓園事業特別会計予算
人権擁護委員の推せんにつき意見を求めることについて
和のまち太子の手話言語条例の制定
太子町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定
議会改革特別委員会の設置

令和5年度補正予算

条例

諮問

その他

令和６年度
予算

発議

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
議長は「－」、議長に表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和６年３月定例会議決結果

議　案　名 反  

対
賛  

成

議員別賛否一覧

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

欠
欠
欠
欠
欠
欠
欠

－
－
－
－
－
－
－

1
1
1
1
1
1
1

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

12
12
12
12
12
12
12

松
　
浦
　
崇
　
志

清
　
原
　
良
　
典

中
　
島
　
貞
　
次

北
　
川
　
嘉
　
明

首
　
藤
　
佳
　
隆

藤
　
澤
　
元
之
介

堀
　
　
　
卓
　
史

中
　
薮
　
清
　
志

玉
　
田
　
正
　
典

森
　
田
　
哲
　
夫

出
　
原
　
賢
　
治

桑
　
名
　
幸
　
夫

玉
　
田
　
晶
　
久

山
　
本
　
順
　
久

吉
　
田
　
智
　
子

結果

太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
令和6年度一般会計予算
令和6年度国民健康保険特別会計予算
令和6年度介護保険特別会計予算
令和6年度水道事業会計予算
令和6年度下水道事業会計予算

首藤 佳隆 議員

問

答

寄贈される宮本武蔵像を観光に活かせ！

メディアに対し積極的にＰＲしていく

しゅとう  よしたか

宮本武蔵生誕の地の石碑

5人が

質問者 質　問 掲載頁

首藤　佳隆

中薮　清志

玉田　晶久

山本　順久

中島　貞次

P9

P10

P10

P11

P11

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録・動画をご覧ください。　各QRコードから動画をご覧いただけます。

定例会2日目（2月29日）の一般質問に5人の議員
が登壇し、町執行機関に対し行政の在り方などを
質問し、議論が行われました。

まちの宝物である子どもたちを取り巻く環境を考える

観光戦略としての宮本武蔵生誕の地

管理不全空き家になるまえに

こどもまんなかの子育て支援を

１年たった町長の公約を確認する

町道の認定条件は

工事入札の在り方を問う

防災行政無線の聞き取れない区域への対策は

住宅耐震推進事業について今後どのように取り組むのか

災害時の町民の生活を守る体制はできるのか

やすらぎタクシーの今後の在り方は

太子町の城、楯岩城を知ってもらう方法はないのか

ま
つ
だ
い
ら
け
ん

み   

か
み

や
す   

お

ほ
そ   

だ    

よ
し
ひ
こ

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

定例会最終日
（討論含む）
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太子町議会だより

玉田 晶久 議員

問

答

町民から町道の苦情を受けたときの対応は

早急に現場に向かい
　　　安全確保に努めている

No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

中島 貞次 議員

問

答

災害時の業務継続計画は
　　　　　　どうなっているのか
業務継続計画に従って発災時に
　　　必要な業務を提供していく

なかしま  てい  じ たま  だ    あきひさ

山本 順久 議員

問

答

住宅耐震推進事業について
　　　　今後どのように取り組むのか
耐震化事業補助金を利用して
  安全な建物や施設を整備する

やまもと  よりひさ

中薮 清志 議員

問

答

こどもまんなかの子育て支援は

令和６年度は子ども・子育て
　　　支援計画に傾注したい

なかやぶ   きよ  し

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告
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No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

令和5年7月25日発行より

あの答弁あの答弁以前のどうなった

207号

あの日あの時あの質問あの日あの時あの質問

　　　　帯状疱疹ワクチン
の接種費用の助成について
どう考えるか。

　　　　このワクチンは国で定期
接種化を検討しており、町としては
国の動向を見つつ検討していく。

質疑 答弁

令和６年度新規事業として
「帯状疱疹ワクチン接種助成事業」決定！

【目　的】治癒後の過酷な神経痛が危惧される帯状疱疹の発症予防の推進

【期　間】令和６年４月１日～

【対象者】太子町に住民票がある接種日時点で満50歳以上の方（所得制限なし）

【助成額】上限額：４,０００円
【助成回数】生ワクチン、不活性化ワクチンとも1回限り

【申請方法】医療機関でワクチン接種料金を支払い、領収書と振込口座のわかる書類を持参
　　　　　　して、さわやか健康課に申請

【問い合わせ先】さわやか健康課　　電話：０７９-２７６-６６３０

その後

たいじょうほうしん

担当課　さわやか健康課

（参考）帯状疱疹を予防するワクチン

（※）厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会ワクチン評価に関する小委員会資料（第4回、第21回）を基に記載

予防効果（※） 接種後１年62.0％　接種後７年52.8% 接種後１年97.7%　接種後10年73.2%

持続期間（※） 接種から７年程度 接種から10年程度

副反応 局所反応（約50％）、全身反応（約4%） 局所反応（約80％）、全身反応（約30～60%）

接種回数 １回 ２回

接種料金 8,000円程度／回 20,000円以上／回

製品名（種類） ビゲン（生ワクチン） シングリックス（不活性化ワクチン）

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

太
子
町
議
会
議
員
研
修
会

（ただし、令和７年度以降は国に定期接種化を要望するとともに、
　令和6年度の他市町の実施状況を踏まえて対応を検討） 　1月22日、太子町商工会からの呼び掛けに

11名の議員が参集し、意見交換会が行われま
した。柳原政富会長をはじめ９名の商工会役
員・職員の方々が顔をそろえ、町からも職員
２名が参加しました。
　商工会は、「商工会法」に基づく特別許可
法人であり、地元の事業者に対して経営改善
や融資斡旋、税務、労務、創業など様々な側
面からサポートする活動を展開しています。
昨年度も数多くの経営セミナーを開催し、専門家を交えた伴走型の相談事業を行うなど、地域
経済の振興に資する積極的な取り組みについての報告がありました。現在、太子町全体の51.5
％にあたる570の事業者が加入しています。より多くの事業者が商工会を活用するためには何
が必要か、町の観光事業をどうするか、商工会館の耐震化など、今後に向けた課題についても
話し合い、終始和やかで活発な意見交換会となりました。
　太子町では４年前に、「中小企業・小規模企業振興基本条例」を議員立法により制定し、町
と議会、事業者、関連団体の協働による持続可能なまちづくりを推進しています。
　産業と地域の発展、住民の生活を豊かにする未来を見据え、今回の意見交換会をきっかけの
一つにしたいと思います。

地域経済の発展をめざして  ～商工会との意見交換会～

た

ぐ
ち
か
ず
ひ
ろ

わ
か

やなぎはらまさとみ
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１
月
11
日

２
月
８
日

　

公
共
用
地
・
公
共
施
設

等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
最

終
調
整
し
、
３
月
定
例
会

で
上
記
の
と
お
り
終
了
報

告
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
条
例
４
件
、

町
道
路
線
の
認
定
１
件
、

企
業
会
計
予
算
２
件
の
審

査
を
行
い
、
全
員
賛
成
ま

た
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
し
、
本

会
議
で
報
告
し
た
。

●
主
な
質
疑
応
答

問　

舗
装
の
厚
み
や
品
質

等
は
ど
の
よ
う
に
確
認
し

た
の
か
。

答　

開
発
工
事
の
検
査
は
、

路
床
や
路
盤
の
締
固
め
や

厚
み
を
確
認
し
た
う
え
で

舗
装
に
入
る
段
階
検
査
を

行
っ
て
い
る
。

●
主
な
質
疑
応
答

問　

従
来
は
、
期
末
手
当

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
回

か
ら
勤
勉
手
当
も
加
わ
る

と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

答　

勤
勉
手
当
の
対
象
者

は
、
週
15
．
５
時
間
以
上

の
勤
務
時
間
で
任
期
が
６

ヶ
月
以
上
の
者
で
あ
る
。

課
題
調
査

３
月
６
日

付
託
案
件
審
査

●
主
な
質
疑
応
答

問　

有
収
水
量
の
内
、
単

価
の
高
い
県
水
の
受
水
を

全
体
の
15
％
計
画
し
て
い

る
が
、
県
と
交
渉
し
て
縮

減
を
図
れ
な
い
の
か
。

答　

毎
年
、
県
内
の
受
水

23
団
体
が
県
と
協
議
し
て

い
る
。
令
和
６
年
度
は
供

給
単
価
を
改
定
し
、
単
価

は
2.8
％
の
値
下
げ
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
検
討

を
重
ね
て
い
く
。

●
主
な
質
疑
応
答

問　

下
水
道
管
渠
の
更
新

時
期
を
見
据
え
る
と
、
こ

の
先
、
受
益
者
の
応
分
の

負
担
も
考
え
ざ
る
を
得
な

く
な
る
と
思
う
が
。

答　

使
用
者
に
急
激
な
負

担
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
避

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
（
一
部
改
正
）

令
和
６
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

令
和
６
年
度
下
水
道
事

業
会
計
予
算

町
道
路
線
の
認
定

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

用
を
試
行
し
ま
し
た
。

　

議
案
書
等
の
文
書
を

ク
ラ
ウ
ド
で
共
有
し
、

議
員
や
職
員
は
紙
資
料

に
代
え
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
画
面
上
で
読
み
書
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
格
的
な
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
効
率
的
な
議

会
の
あ
り
方
な
ど
に
向

け
、
今
後
さ
ら
に
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

け
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
付
託
さ
れ
た
議
案

No.210  令和6年4月25日号No.210  令和6年4月25日号

１
月
10
日

３
月
５
日

①
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の

入
札
に
お
け
る
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

た
。

●
主
な
説
明
内
容

　

随
意
契
約
、
入
札
等
も

含
め
て
、
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
。

②
資
源
ご
み
集
団
回
収
運

動
奨
励
金
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

●
主
な
説
明
内
容

　

資
源
ゴ
ミ
の
買
取
単
価

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お

り
、
現
状
に
お
い
て
は
奨

励
金
が
必
要
と
考
え
る
が
、

行
革
の
観
点
か
ら
単
価
の

見
直
し
は
議
論
す
べ
き
で

あ
る
。

　

終
了
報
告
に
つ
い
て
協

議
し
、
「
和
の
ま
ち
太
子

の
手
話
言
語
条
例（
案
）」

を
３
月
定
例
会
で
上
程
す

る
こ
と
と
し
た
。

（
Ｐ
６
参
照
）

　

付
託
さ
れ
た
条
例
４
件
、

特
別
会
計
予
算
４
件
の
審

査
を
行
い
、
す
べ
て
全
員

賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
、
本
会
議
で
報

告
し
た
。

消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例（
一
部
改
正
）

●
主
な
質
疑
応
答

問　

補
償
対
象
と
金
額
は
。

答　

消
防
団
員
が
公
務
に

よ
り
負
傷
し
た
場
合
に
補

償
さ
れ
る
。
医
療
費
は
実

額
を
、
給
与
は
負
傷
に
よ

り
休
業
し
た
日
数
に
単
価

を
か
け
た
額
と
な
る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
制
定

●
主
な
質
疑
応
答

問　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
目
的
と
内
容
は
。

答　

不
登
校
児
童
生
徒
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
、

個
に
応
じ
た
総
合
的
な
対

策
を
行
う
。
将
来
の
進
路

を
見
据
え
た
相
談
も
積
極

的
に
行
い
た
い
。

所
管
事
務
調
査

１
月
10
日

２
月
７
日

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

●
主
な
質
疑
応
答

問　

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
の
状
況
は
。

答　

滞
納
が
増
え
て
い
る

状
況
で
は
な
く
、
収
納
率

は
上
が
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

●
主
な
質
疑
応
答

問　

予
算
規
模
が
増
加
し

て
い
る
原
因
は
何
か
。

答　

介
護
認
定
者
数
が
増

え
た
た
め
、
介
護
給
付
費

が
増
加
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
主
な
質
疑
応
答

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
増
加
の
理
由
は
。

答　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
定
め
ら

れ
て
い
る
保
険
料
率
が
、

令
和
６
年
度
の
見
直
し
で

上
が
る
予
定
で
、
保
険
料

は
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
墓
園
事
業

特
別
会
計
予
算

●
主
な
質
疑
応
答

問　

お
墓
に
対
す
る
考
え

方
が
変
化
し
て
い
る
が
町

営
と
し
て
の
考
え
方
は
。

答　

令
和
５
年
度
の
返
還

は
９
件
だ
っ
た
が
、
新
規

申
込
が
８
件
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
お
墓
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
も
ま
だ
あ
る
と
考
え

る
。
町
立
墓
園
を
良
好
な

環
境
で
維
持
す
る
こ
と
が
、

町
と
し
て
の
使
命
で
も
あ

る
と
考
え
る
。

そ
の
他
付
託
さ
れ
た
議
案

国
民
健
康
保
険
税
条
例

（
一
部
改
正
）

介
護
保
険
条
例

（
一
部
改
正
）

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

３
月
定
例
会
予
算
委
員
会
暮
ら
し
の
中
の
条
例

議
　
決
　
結
　
果

一
　
般
　
質
　
問
ど
う
な
っ
た
　
　

以
前
の
あ
の
答
弁
委
員
会
報
告

　

令
和
６
年
１
月
９
日
に
、
神
戸
市
・
県
民
会
館

で
「
議
会
運
営
委
員
会
に
お
け
る
運
営
上
の
留
意

点
」
と
題
し
て
、
㈱
廣
瀬
行
政
研
究
所
の
廣
瀬
和

彦
氏
を
講
師
に
、
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

太
子
町
か
ら
は
、
議
長

と
議
会
運
営
委
員
５
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
判
例
や
他
の

地
方
議
会
の
事
例
を
参

考
に
、
多
面
的
で
具
体

的
な
議
会
運
営
の
在
り

方
を
研
修
し
ま
し
た
。

ひ
こ

ひ
ろ  

せ  

か
ず研修後、講師（中央）を囲んで

ろ
し
ょ
う

ろ  

ば
ん

し
め
か
た

か
ん
き
ょ

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

町道路線の現地確認の様子教育支援センター

最終提言 “公共用地・公共施設等のあり方”
① 旧県営住宅貸地は、未活用のままであり、例えばグランドゴルフ用地、乳幼児用の遊び場の提供、
ドックラン等特色のある公園として有効活用できないか検討を求める。

② 旧給食センター跡地は、教育施設等に隣接しており用途に制限を加えながらも、将来を見据えて
官民連携のもと総合的な利用形態の検討を求める。

③ 旧役場跡地は、プロポーザルの動向を踏まえながら、町の魅力を発信できる場を共用し、賑わい
の場の拠点となるよう検討を求める。

議
会
運
営
委
員
研
修
会

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

特
別
委
員
会

　

２
月
９
日
の
総
務
経
済
建

設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

北
川
嘉
明
議
員
が
事
前
連
絡

な
く
欠
席
し
た
。
無
断
欠
席

に
当
た
る
と
し
て
、
２
月
度

全
員
協
議
会
の
後
、
議
長
よ

り
口
頭
に
て
厳
重
注
意
が
行

わ
れ
た
。

厳
重
注
意



あなたの　　　　を

お聴かせください

「声」「声」

議会だよりを
読んでのご感想など
お聴かせください。

お問い合わせは 太子町議会事務局 まで

太
子
町
議
会
だ
よ
り
No.210

発
行
日

令
和
6年
4月
25日

発
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／
兵
庫
県
太
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議
会

〒
671-1592 兵

庫
県
揖
保
郡
太
子
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鵤
280番

地
1

TEL：
079-277-5995　

FA
X：
079-277-2202

E-m
ail：

gikai@
tow
n.hyogo-taishi.lg.jp
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山
桜
咲
く
太
子
の
里
山
を
眺

め
つ
つ
書
い
て
お
り
ま
す
が
、お

手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
早
く
も

新
緑
の
季
節
へ
。新
年
度
の
開
始

と
と
も
に
町
の
組
織
も
一
新
。議

会
も
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
求

め
て
変
わ
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
期
委
員
会
で
の
議
会
だ
よ

り
も
こ
れ
が
最
後
と
な
り
、次
号

か
ら
は
新
た
な
体
制
で
お
届
け

い
た
し
ま
す
。一
年
間
の
ご
愛
読
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
出
原
賢
治　

記
）

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

吉
田　

智
子

副
委
員
長　

出
原　

賢
治

委　
　

員　

清
原　

良
典

　

〃　
　

森
田　

哲
夫

　

〃　
　

玉
田　

晶
久

　

〃　
　

山
本　

順
久

編
集
後
記

６月定例会予定

太子町議会だより

マスコットキャラクター

たいしん

・6月  3日（月）【第1日／提案説明】
・6月  4日（火）【第2日／一般質問】
・6月  5日（水）【第3日／一般質問】
・6月  7日（金）【第4日／議案質疑】
・6月21日（金）【第5日／討論・採決】

議会傍聴に
お越しください！

　６月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する
場合がありますので、正式日程はホームページまたは
議会事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

太子町！あれこれピックアップ♪

　甚大な被害のあった令和６年能登半島地震に対し、太子町議会から災害見舞金を送りました。兵庫県町議
会議長会を通じて石川県町村議会議長会に送金され、被災地に届けられます。
　太子町議会では災害支援のために議員報酬の一部を積み立てており、２月の全員協議会において支援する
ことが決まりました。
　被災地の復興には息の長い支援が必要です。今年の元日を忘れることなく、心を寄せ続けましょう。

能登半島地震  災害見舞金を送りました

２
０
２
４
年
４
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
斑
鳩
寺
に
て
花
ま
つ
り
を
開
催

４
月
８
日
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
。
花
ま
つ
り
と
は
お
釈
迦
様
の
ご
誕
生
を
お
祝

い
す
る
お
祭
り
で
す
。

住
職
の
「
古
い
行
事
を
復
活
さ
せ
た
い
。
１
４
０
０
年
前
か
ら
続
く
こ
の
斑
鳩
寺

を
後
世
に
存
続
さ
せ
る
の
が
我
が
使
命
」
と
の
思
い
か
ら
、
約
70
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

記
憶
に
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
約
70
年
前
の
斑
鳩
寺
の
花

ま
つ
り
で
は
象
と
と
も
に
練
り
歩
い
た
り
、
お
寺
周
辺
で
は
甘
茶
の
振
る
舞
い
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

花
ま
つ
り
で
は

三
重
塔
に
祀
ら
れ
て
い
る
秘
仏
釈
迦
如
来
像
の
特

別
御
開
帳
、
ま
た
、
４
日
間
限
定
の
特
別
朱
印
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月
６
日
に
は
姫
路
正
明
寺

の
住
職
でTikTok

で
も
大
人
気
の
僧
侶
、
小
林
恵
俊

氏
が
「
花
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
、
７
日
に
は
斑
鳩
寺

の
住
職
が
「
ち
ょ
っ
と
笑
え
る
法
話
」
と
し
て
、
晴

天
の
も
と
青
空
説
法
。
「
今
を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
熱
く
そ
し
て
笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
で
し

た
。
１
５
４
１
年
４
月
７
日
に
斑
鳩
寺
は
全
焼
し
た

こ
と
も
あ
り
、
４
月
７
日
に
法
話
を
行
う
こ
と
に
不

思
議
な
ご
縁
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
も

住
職
は
、
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
青
空
説
法
や
花

ま
つ
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
に
住
む
私
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
、
斑
鳩
寺
に
お
け
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

70
年
ぶ
り
に
復
活
！

太
子
町
斑
鳩
寺
花
ま
つ
り

し
ゃ
か 

に
ょ 

ら
い 

ぞ
う

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

え
し
ゅ
ん

前岡靖文住職 小林恵俊氏
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	議会だより10-11
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